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創造的定型的

米国 日本

創造的定型的

2015年 日本・米国のタスク特性と賃金の関係: MRI推計
米国並みの

賃金カーブになれば
日本の雇用者報酬は
1.3倍に

平均年収（千ドル）
平均年収（千円）









水素技術等の
イノベーション

 水素・アンモニアは電力の
ゼロエミッション化に必須

 水素還元製鉄や人工光合成
は素材産業の脱炭素化の
切り札

サーキュラー
エコノミー
への移行

 銅やコバルトなど脱炭素に必要
な金属資源は化石燃料以上
に地理的に偏在

 経済安全保障の観点からも
二次資源の利用は必須

消費者・企業の
行動変容

脱炭素投資の
財源確保

 エネルギー消費は
高効率化の余地大

 企業の排出量開示は
サプライチェーン全体に波及

 政府資金はあくまでも
民間資金の呼び水

 カーボンプライシングを用いた
脱炭素技術・行動の促進





2 0 2 3 2





































1970年 日本万国博覧会（大阪万博） 2005年 日本国際博覧会（愛知万博）

「人類の進歩と調和」
参加主体:海外政府・国際機関・企業
入場者:6,422万人（海外約170万人）国民の6割来場
会場整備:未来都市デザイン
周辺地域:ニュータウン開発
ICT:LAN（IBM館）、テレビ電話
モビリティ:電気自動車、リニア（展示）
交通:名神高速、新幹線
生活文化:レンタカー利用拡大、ファーストフード国内参入
経済波及効果:7,840

「自然の叡智」
参加主体:NPO、NGOの参加
入場者:2,205万人（海外約105万人）リピーター4割
会場整備:環境共生都市デザイン
周辺地域:里山体験
ICT:インターネット、ICチップ
モビリティ:ITS、隊列無人走行
交通:リニモ、中部国際空港
生活文化:3R、名古屋めし全国区化
経済波及効果:34,701

ケンタッキーフライドチキン
実験店舗ペプシ館 矢場とん、コメダ珈琲

東京進出

EXPO2025 特徴
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